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１．研究の背景と目的                 
景観法の施行から 18 年, 799 の自治体が景観行政団体

となり,うち 646 の自治体が景観計画を策定している 1)。

景観法に基づく景観計画の策定内容は自由度が高く,景観

形成基準の表現にも幅がある一方で,地域固有の景観特性

を十分に反映できていない計画もみられる 2)。また,抽象

的な景観形成基準は,届出に対する景観担当職員と景観審

議会の適合審査や,指導内容に幅を持たせ,それが地域の

景観に少なからず影響を与えることも懸念される注 1)。 

大分県佐伯市は 2023年現在,景観計画の運用 3年目であ

り,住民や事業者,行政が景観配慮に関する共通認識をも

った景観形成の促進を目指し,景観形成ガイドライン(以

下,GL)の策定を検討している。 

そこで,本研究では佐伯市景観計画において,①解説さ

れるべき景観形成基準の特徴と,佐伯市の景観特性に類似

した特性を持つ重要伝統的建造物群保存地区(以下,重伝

建地区)に定められた GL の内容から,②地域固有の景観特

性を支える GL に示す景観形成基準の解説方法の二点を明

らかにすることを目的とする。 

２．研究の方法                               

 本研究では,佐伯市における景観行政において,どのよ

うな開発行為の審査が困難であるかを把握する為に,景観

形成基準を明瞭さごとに分類(図 2)し,佐伯市 GL において

重点的に解説されるべき基準の特徴を明らかにする(3 章)。

次に,景観形成基準の分類に応じた GLによる解説方法を検

討する為に,佐伯市に類似した景観特性を持つ重伝建地区

を選定する。続いて,選定された地区のうち GLを策定して

いる事例について,GL の解説方法を調査する。さらに,GL

の活用実態について調査を行うことで,景観形成基準の解

説要件を明らかにする(4 章)。 

 

３．佐伯市景観計画の実態把握                 

 大分県佐伯市地図を図 1 に示す。佐伯市景観計画は,豊

後佐伯城の城下町であった山際周辺地区,商人の町として

栄えた船頭町地区,国定公園がある日豊海岸地区の 3 地区

を景観形成重点地区注 2)(以下,重点地区)としている。また,

重点地区以外の市域を一

般地域として定め,地域の

特性に合わせた景観づく

りを推進している。また,

佐伯市における届出件数

を表 1 に示す注 3) 。 

【重点的に解説すべき行為種別】表 1 から,一般地域と重

点地区においては,届出件数の大部分を占める工作物と建

築物についてそれぞれ重点的に解説することとした。 

続いて,佐伯市 GLにおいて重点的に解説されるべき基準

の特徴を明らかにするため,景観形成基準を明瞭さ注 4)ごと

に分類するフローチャートを作成し(図 2),分類結果を表 2

に示す。 

【一般地域の GL 策定において配慮すべき基準】工作物に

関する 19 の基準は,例有/例無抽象的基準のみで構成され

ており,適合審査や,事前協議の指導において課題を抱え

ていると推察することができる。 

【重点地区の GL 策定において配慮すべき事柄】建築物に

関する 59 項目の基準のうち,例有/例無抽象的基準が合わ

せて 52 項目と 8 割を超えていた。重点地区においては事

前協議による指導を重要視している側面もあり,協議に必

要な情報を GL で示すことが効果的であると考えられる。 

４．重要的伝統的建造物群保存地区のガイドライン    

 まず,佐伯市景観計画と佐伯市史 3)から,佐伯の景観特性

に類似する重伝建地区の選定注 5)を行った。選定した 27 地

図 1 大分県佐伯市地図 

図 2 景観形成基準分類の 
フローチャート 

表 2 佐伯市景観形成基準の分類結果 

表 1 佐伯市における届出件数 
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区のうち,GL を策定している 7 地区を対象として,許可基

準及び修景基準の分類を行い,GL の解説内容を精査した。

その結果を佐伯市重点地区と合わせて表 3 に示す。 

【基準の分類による各地区の特徴】文化財であり,象徴的

な町並みを有する重伝建地区の建築物に関する基準は,佐

伯市重点地区の景観形成基準に比べ,定量的基準と具体的

基準が多い傾向にある。また,朝倉市秋月地区は,具体的

基準の割合が多い点(72 項目中 44 項目)が特徴的である。 

【GL の解説方法の特徴】GL 内での解説方法について,7 地

区すべてにおいて❶図,写真による解説が見られる。❷文

章による解説は,地区の全体像に関しては 5 地区と多くみ

られるも,各基準に関しては,豊岡市出石及び香取市佐原

の 2 地区でしか確認できず特徴的であった。 

【GL の活用実態】前節の調査内容から,基準と GL の解説

方法について特徴的であった「朝倉市秋月」,「豊岡市出

石」,「香取市佐原」の 3 地区を対象とし,GL の運用実態

に関するヒアリング調査を実施した。また,3 地区の許可/

修景基準の分類結果と GL の運用実態を表 4 に示す。 

豊岡市出石は,許可/修景基準のうち 56%が例無抽象的基準

である。また,GL の解説方法として目安の値や具体的行為

の明示を含む細則を設けており,適合審査時の GLの活用実

態が確認できた。 

朝倉市秋月は,許可/修景基準のうち 47%が具体的基準で

ある。また,GL の解説方法として意匠に関する例示を図,

写真を用いており,適合審査時の GLの活用実態が確認でき

た。 

香取市佐原は,許可/修景基準の 70%が例無抽象的基準で

あった。また,GL の文章による解説内容として目安の値や

具体的行為の明示は見られず,適合審査時の GLの活用実態

もないことがわかった。 

以上より,文章による解説は,目安の値や具体的行為の

明示を含むことで,適合審査時に抽象的基準の理解を助け

ていると考えられる。一方で,目安の値や具体的行為の明

示を含まない GL は, 適合審査時に抽象的基準の理解を助

けてはいないと推察される。図,写真による解説は,模式

図や現況写真の例示を含むことで,適合審査時に具体的基

準の理解を助けていることがわかった。 

また,各基準の明瞭度に対し,GL の解説方法が的確であ

ることで,景観行政担当歴による知識や経験の蓄積に頼ら

ない適合審査を可能とすることが期待できる。 

５．総括                       

 本研究では,景観形成基準の明瞭さごとの分類と,重伝

建地区の定める GL の内容から, 重点的に解説されるべき

基準の特徴と基準の解説要件を以下に示すようにした。 

【解説が急がれる佐伯市景観形成基準の特徴】一般地域

においては工作物に関する例無抽象的基準を,重点地区に

おいては,建築物に関する例有/例無抽象的基準を GL に優

先的に解説する必要がある。 

【GL に示す景観形成基準の解説方法】具体的基準に対し

ては❶「模式図や現況写真の例示」,例有/例無抽象的基

準に対しては❷「数値化や具体的行為の明示を含む文章

の提示」を行うことが効果的であると考えられる。 

 
【補注】 
注 1）理解に幅を持たせる抽象的な景観形成基準は,事前協議や指導により良好な景観形成に効果的に

機能する側面もある。 
注2）佐伯市が景観計画内で独自に定める地区の名称。 
注3）2020年度4月から2022年度9月までの件数 
注4）景観形成基準分類における４つの名称の定義はいかに示すとおりとした。目安となる値の記載が

あり,審査がし易いと考えられる基準を「定量的基準」,定性的な表現であるが具体的な行為を記載
することにより,理解を助けている基準を「具体的基準」,具体的ではないが,行為の例が示されてい
る基準を「例有抽象的基準」,例が示されていない基準を「例無抽象的基準」とした。 

注5）重伝建地区126地区のうち, 佐伯市の景観特性に一致する重伝建種別に該当する83地区を対象と
する。83地区のうち景観要素を含む数として3以上の地区を類似地区として選定した。 
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